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東
京
再
生
と
遣
跡
調
査六

本
木
分
室
　
伊
藤
　
健

最
近
の
東
京
は
元
気
が
あ
り
ま
せ
ん
。

国
際
競
争
力
が
落
ち

て
い
る
の
で
す
。

そ
こ
で
、

政
府
は
都
市
再
生
本
部
を
設
置
し

て
、

日
本
の
都
市
を
活
力
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
都
市
に
再
生
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
流
れ
を
受
け
現
在
、

東
京
の
い

ろ
い
ろ
な
街
で
は
古

い
建
物
が
壊
さ
れ
、

新
し
い
街
づ
く
り
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
話
題
に
な
り
ま
し
た
再
開
発
中
の

汐
留
や
建
て
替
え
ら
れ
た
丸
ビ
ル
の
娠
わ

い
は
、

都
市
再
生
の

息
吹
と
言
え
ま
し
ょ
う
か
。

さ
て
、

上
の
写
真
は
港
区
赤
坂
、

六
本
木
界
隈
の
航
空
写
真

で
す
。

赤
坂
、

六
本
木
で
も
毎
日
再
開
発
事
業
の
工
事
の
槌
音

が
響
き
、

街
の
風
景
が
高
層
化
に
向
け
て
日
々
変
化
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。

い
さ
さ
か
多
様
な
イ
メ
ー
ジ
の
あ

っ
た
こ
の
街
が
、

国
際
性
に
加
え
て
文
化

圭
〓
術
都
市
の
香
り
を
加
味
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。

そ
の
赤
坂
、

六
本
木
で
は
、

六
本
木
分
室
が
長
門
藩
毛
利
家

屋
敷
跡
遺
跡
を
、

乃
木
坂

。
乃
木
坂
南
分
室
が
宇
和
島
藩
伊
達

家
屋
敷
跡
遺
跡
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

前
者
に
は
民
間
事
業
に

よ
る
新
し
い
街
が
、

後
者
に
は
第
二
国
立
美
術
館
と
政
策
研
究

大
学
院
大
学
が
建
て
ら
れ
ま
す
。

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
は
こ
れ
ら
以
外
に
も
、

汐
留
地
区

（汐
留
遺
跡
）
、
Ｉ
Ｔ
関
連
産
業
拠
点
を
目
指
す
秋
葉
原
の
再
開

発
事
業

（外
神
田
四
丁
目
遺
跡
）
な
ど
、

い
く

つ
も
の
再
開
発
、

街
づ
く
り
事
業
の
た
め
の
遺
跡
調
査
を
手
が
け
て
い
ま
す
。
ま

た
、

汐
留
地
区
の
事
業
で
は
、

鉄
道
関
連
遺
構
の
調
査
成
果
を

汲
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
て
、

街
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
明
治
時
代

の
新
橋
駅
駅
舎
の
復
元
が
進
ん
で
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、

今
後

も
遺
跡
調
査
を
通
じ
て
東
京
の
都
市
再
生
の
お
手
伝

い
を
し
て

い
く
所
存
で
す
。
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遺
跡
は
、

港
区
赤
坂
９
丁
目

「
防
衛
庁
」

の
跡
地
に
あ
り
ま
す
。

大
正
時
代
末
に
鳥

居
龍
蔵
博
士
に
よ

つ
て
縄
文
時
代
の
貝
塚

遺
跡
と
し
て
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
ま

で
、

江
戸
時
代
の
屋
敷
を
中
心
に
旧
石
器

時
代
や
縄
文
時
代
、

弥
生
時
代
末
か
ら
古

墳
時
代
初
頭
の
遺
構
や
遺
物
が
検
出
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
遺
跡
は
、

江
戸
時
代
の
寛
永
十
三
年

（
王
全
二
Ｃ

三
月
に
毛
利
氏
が
徳
川
幕
府

よ
り
下
屋
敷
と
し
て
拝
領
し

（当
初
二
万

七
千
三
百
七
十
三
坪
）
、

幕
末
の
元
治
元
年

（
一
人
六
四
）
ま
で
約
二
百
三
十
年
間
居
を

構
え
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

毛
利
氏
は
、

江
戸
時
代
に
現
在
の
山
田
県

の
ほ
ぼ
全
域
を
治
め
、

萩
市
に
お
城
を
構

え
ま
し
た
。

上
屋
敦
は
現
在
の
日
比
谷
公

園
の
北
西
側

（桜
田
門
寄
り
）
に
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、

当
初
、

中
屋
敷
は
新
橋
四
丁
目
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（愛
宕
山
下
）
に
、

下
屋
敷
は
新
橋
六
丁
目

の
増
上
寺
の
北
に
あ
り
ま
し
た
。

遺
跡

の
あ
る
檜
町
に
隣
接
す
る
麻
布
、

赤
坂
界
隈
は
現
在
の
に
ぎ
わ
い
と
違

っ
て
、

江
戸
時
代
の
当
初
は
江
戸
の
街
は
ず
れ
に

位
置
し
、

た
く
さ
ん
の
有
名
な
大
名
屋
敦

の
間
に
畑
が
点
在
す
る
状
態
で
し
た
。

毛
利
家
下
屋
敷
は
地
名
か
ら

「
麻
布
屋

敷
」
、

あ
る
い
は
檜
が
沢
山
植
え
ら
れ
て
い

た
こ
と
か
ら

「檜
屋
敷
」
と
呼
ば
れ
、

幕
府

要
人
や
大
名
を
招

い
た
り
、

上
屋
敷
の
改

修
、

火
災
で
非
難
し
た
場
合
な
ど
に
藩
主

と
家
族
が
移
り
住
ん
だ
と

い
う
記
録
も
あ

り
ま
す
。

江
戸
時
代
の
遺
構
に
は
、

御
殿
や
表
門
、

長
屋
な
ど
の
礎
石
や
柱
穴
、

通
路
を
区
画

し
た
溝
と
塀
の
柱
穴
、

上
水
施
設
、

井
戸
、

貯
蔵
用
の
土
坑
や
地
下
室
、

石
垣
、

石
組
満

と
屋
敷
造
成
時

の
整
地
盤
な
ど
が
検
出
さ
れ

ま
し
た
。

各
種
遺
構
か
ら
出
土
し
た
遺
物
に
は
、

肥

前
、

瀬
戸

・
美
濃
、

備
前
、

堺
や
京
焼
系
の

陶
磁
器
類
、

ヨ

文
字
三
ツ
星
」
や

「沢
潟
」
、

「十
六
花
弁
菊
紋
」
ヨ

一葉
葵
」
な
ど
家
紋
の

入

っ
た
瓦
、

金
属
製
品
や
骨
角
製
品
な
ど
の

装
身
具
、

漆
器
椀
、

ガ
ラ
ス
製
品
、

貝
製
品
、

土
製
の
道
具
な
ど
が
あ
り
ま
す
。ま

た
、

地
元

の
新坐百
窒小の

幅
陶
器
に
み
ら

抑
れ
る
特
徴
に

メ
似
た
晩
や
鉢

ガ
類
な
ど
の
陶

器
も

出

土

し

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、

屋
敷
の
地
鎮
を
行
な

っ
た
土
坑

一
基
が
敦
地

の
ほ
ぼ
中
央
部
に
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
遺
構
は
調
査
の
途
中
で
す
が
、

隅

九
長
方
形
で
東
西
方
向
に
長
く
、

規
模
は
９０

×
６。

ｃｍ
で
、

深
さ
は
遺
物
が
で
て
い
る
と

こ
ろ
で
約

１０

ｃｍ
あ
り
ま
す
。

今
ま
で
に
中
か
ら
二
枚

一
組
の

「
か
わ

ら
け
」
（
回
径
略

ｃｍ
、

底
径
９

ｃｍ
、

一向
さ
２

ｃｍ
）
七
組
と
三
枚

一
組
が

一
組
の
計
十
七

枚
が
配
置
さ
れ
、

そ
の
内
外
か
ら

口
永
楽

通
宝
」
の
金
銭
が
二
枚
と
初
期
の

「寛
永

通
宝
」
が
七
枚
、

さ
ら
に
、

か
わ
ら
け
の

下
か
ら
銅
製
の

「輪
宝
」

一
点
が

一
緒
に

出
土
し
て
い
ま
す
。

（小
坂
井
副
主
任
調
査
研
究
員
）

（田
中
調
査
研
究
員
）

表門内側の大土坑と柱穴

上水遺構と木樋

地鎮遺構の

「永楽通宝」

地鎮遺構の中に埋納された祭器
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大江戸掘りもの帖 ～二十四～

文化財講座 く47〉
柏
木
淀
橋
町
遺
跡

柏
木
淀
橋
町
遺
跡
は
、

新
宿
区
北
新
宿
二

丁
目
の
青
梅
街
道
北
側
に
位
置
し
て
い
ま

す
。

遺
跡
の
西
側
に
は
神
田
川
が
流
れ
て

い
て
、

青
梅
街
道
と
交
差
す
る
場
所
に
は

淀
橋
が
架
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
遺
跡
の
主
体
は
江
戸
時
代

の
町
屋

跡
で
す
。

町
屋
と

い
っ
て
も
日
本
橋
や
人

丁
堀
な
ど
と
は
違

っ
て
、

江
戸
の
は
ず
れ

の
街
道
沿

い
に
発
達
し
た

町
屋
で
し
た
の
で
、

一暴
手

は
畑
地
に
な

っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、

こ
の
畑
地
も

明
治
三
十
年
代
以
降
に
な

る
と
急
速
に
宅
地
化
が
進

ん
で
い
き
ま
し
た
。

『
江
戸
名
所
図
会
』

に

は
、

淀
橋
は
近
く
の
水
路

に
設
け
ら
た
水
車
小
屋
と

と
も
に
「淀
橋
水
車
」
と
し

て
描
か
れ
て
い
ま
す
。

見

つ
か

っ
た
遺
構
は
、

江
戸
か
ら
明
治
時

代
の
も
の
で
、

建
物
の
礎
石
や
柱
穴
、

胞
衣

埋
納
遺
構
、

木
樋
、

竹
樋
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

街
道
沿

い
の

一
区
画
か
ら
は
、

橋
鉢
を

転
用
し
て
火
床
と
し
た
鍛
冶
場
の
跡
が
あ

り
、

こ
の
周
囲
か
ら
は
端
の
羽
口
も
見

つ

か

っ
て
い
ま
す
。

街
道
沿

い
に
鍛
冶
屋
さ

ん
が
あ

っ
た
も
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、と退

跡
の
南
西
の
か
つ
て
水
車
小
屋

が
あ

っ
た
場
所
の
近
く
か
ら
は
、

大
き
な

石
臼
の
破
片
が
見

つ
か

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
水
車
小
屋
で
は
、

幕
末
に
黒
船
が
来

航
し
た
と
き
に
は
火
薬
の
製
造
を
し
て
い

て
、

爆
発
事
故
を
起
こ
し
た
そ
う
で
す
。

遺
物
の
中
に
は

「淀
橋
町
」
と

「
〈
卜
」

の
屋
号
が
記
さ
れ
た
明
治
初
期
の
徳
利
が

出
土
し
て
い
ま
す
。

新
宿
歴
史
博
物
館
所

蔵
の

「柏
木

・
角
筈

一
日
屏
風
」
に
は
明
治

初
め
頃
の
こ
の
地
域
の
様
子
が
描
か
れ
て

い
て
、

こ
の
徳
利
は
米
問
屋
の
大
和
屋
さ

ん
の
も

の
と
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
屏
風

絵
に
描
か
れ
て
い
る
大
和
屋
さ
ん
の
店
の

中
に
は
、

酒
樽
が
描
か
れ
て
お
り
、

酒
屋
も

一
緒
に
営
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

（小
林
裕
副
主
任
調
査
研
究
員
）
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町名と大和屋さんの屋号

のある徳利 鍛治場の火床と輔の羽回

籾
圧
痕
土
器
の
痕
跡
考
古
学

（下
）

前
号
で
は
、

土
器
の
表
面
に
残
さ
れ
て

い
た
籾
の
圧
痕
か
ら
レ
プ
リ
カ
を
作
製
し
、

電
子
顕
微
鏡
で
観
察
し
た
所
見
を
お
話
し

し
、

今
か
ら
約
、

一
一千
年
前
の
籾
で
あ

っ
て

も
現
在

の
も
の
と
違
わ
な

い
形
を
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

最
大
長

９
．
６

剛
ヽ

最
大
幅

４
．
３

剛
の
幾
分
大

き
め
の
籾
で
し
た
。

そ
こ
で
、

さ
ら
に
詳
し

く
知
る
た
め
に
位
置
や
角
度
、

倍
率
を
変

え
て
観
察
し
ま
し
た
。

図

（
１
）
は
穂
に
付

く
側
か
ら
、

図

（２
）
は
亡
側
か
ら
、

図
（３
）

は
図

（２
）
の
中
央
部
を
拡
大
し
て
撮
影
し

た
も
の
で
す
。

前
号
の
写
真
だ
け
で
も
籾

で
あ
る
こ
と
は
分
か
り
ま
し
た
が
、

観
察

位
置
を
変
え
る
こ
と
で
、

さ
ら
に
別
の
情

報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
１
）
で
は
、

籾
の
右
側
に
潰
れ
た
箇
所

の
あ
る
こ
と
が
明
瞭
に
な
り
ま
し
た
。（２

）

で
は
、

先
端
部
に
あ

っ
た
と
の
部
分
が
破

れ
て
内
側
の
玄
米
が
顔
を
覗
か
せ
て
い
ま

す
。

籾
は
土
器
に
紛
れ
込
む
前
に
、
２
箇
所

が
潰
れ
て
い
た
の
で
す
。

小
さ
な
籾
粒
が

２
箇
所
も
偶
然
に
潰
れ
た
と
は
考
え
ら
れ

ま
せ
ん
の
で
、

こ
れ
は
脱
穀
の
際
に
出
来

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

し
た
が

っ
て
、

こ
の
土
器
が
作
ら
れ
た
の

は
籾
を
刈
り
取
り
脱
穀
も
終
わ

っ
た
後

の

こ
と
と
判
断
さ
れ
ま
す
。

秋
、

脱
穀
の
た
め

に
用
意
さ
れ
た
作
業
場
は
、

土
器
作
り
の

た
め
の
作
業
場

へ
と
姿
を
変
え
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

秋
に
は
燃
料
と
な
る
草
木
が
容

易
に
手
に
入
り
ま
す
の
で
、

冬
に
入
る
前

に
土
器
を
作

っ
て
焼

い
た
の
で
は
な

い
で

し
ょ
う
か
。

（丑
野
　
毅
　
東
京
大
学

大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
）

↓

籾の構造

(『稲学大成 1』より)
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第
四
回
は
、

Ｈ
月
３０
日

（土
）

東
京
大
学
名
誉
教
授
大
貫
良
夫
氏
に
よ

る

「
ア
ン
デ
ス
古
代
の
神
殿
の
発
掘
と
修

復
」
の
講
演
を
行

い
ま
し
た
。

参
加
者
は
、

９６
名
で
し
た
。

第
五
回
は
、
１
月
１５
日

（水
）

当
セ
ン
タ
ー
保
存
科
学
室
門
倉
武
夫
氏

に
よ
る

「
土
中
文
化
財
の
保
存
と
公
開
―

虎
塚
古
墳
か
ら
み
て
―
」
の
講
演
と
、

「虎

塚
古
墳
」
を
上
映
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、

‐４３
名
で
し
た
。

第
六
回
は
、
２
月
１２
日

（水
）

当
セ
ン
タ
ー
副
主
任
調
査
研
究
員
内
野

正
氏
に
よ
る

「
江
戸
と
国
元
―
尾
張
藩
上

屋
敷
跡
遺
跡
出
土
資
料
か
ら
み
て
―
」

の

講
演
と
、

「新
宿
四
谷
今
は
昔
」
を
上
映
し

ま
し
た
。

参
加
者
は
、

‐７５
名
で
し
た
。

企
画
展
示

『縄
文
草
創
期
の
世
界
―
前

田
耕
地
遺
跡
を
中
心
に
―
』
国
の
重
要
文

化
財
指
走
の
石
槍
な
ど
を
公
開
。

常
設
展
示

『多
摩
の
三
万
年
を
訪
ね
て
』

行
事

（
４
月
～
８
月
）
は
次

の
と
お
り

で
す
。

蓮
根
分
室

　

　

１２
月
２４
日

（土
）

志
村
第
六
小
学
校
の
先
生
と
生
徒
を
対
象

に
現
地
説
明
会
を
行

い
ま
し
た
。

参
加
者
は
‐１３
名
で
し
た
。

東
新
宿
分
室

　

２
月
１５
日

（土
）

周
辺
の
３
町
会
と
３
小

・中
学
校
の
方
を

対
象
に
現
地
説
明
会
を
行

い
ま
し
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
て
参
加
者
は
小
・中
学

生
を
含
め
て
‐２‐
名
と
な
り
ま
し
た
。

東
新
宿

上
ハ
本
木

・
長
房
分
室
で
、

中
央

災
害
防
止
協
会

に
よ
る
安
全
診
断
を
行

い

ま
し
た
。

三
鷹
市
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
、

長
房
分
室
の
並
木

仁
副
主
任
調
査
研
究
員
が
八
王
子
市
船
田

遺
跡
の
調
査
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

平
成

１５
年
度

の

展

示

を

当

セ

ン

タ
ー
調
査
研
究
員

が
わ
か
り
や
す
く

説
明
い
た
し
ま
す
。

春
の

一
日
、

上退
跡

庭
園

の
散
策
を
兼

ね

て
の
ご
来
所
を

お
待
ち
し
て

い
ま

す
。

（入
場
無
料
）

次
の
分
室
が
開
設
さ
れ
、

現
在
、

合
計
２‐

分
室
で
発
掘
調
査

・
整
理
作
業
を
行

っ
て

お
り
ま
す
。

東
伏
見
分
室
　
　
千
葉
基
次
係
長

小
松
員
名

清
水
ケ
丘
分
室
　
可
児
通
宏
係
長

岩
橋
陽

一

若
葉
台
分
室

可
児
通
宏
係
長

竹
田
　
均

可
児
通
宏
係
長

竹
花
宏
之

堀
之
内
分
室

元
八
王
子
分
室
　
比
田
井
民
子
係
長

今
井
恵
昭

松
井
和
浩

府
中
南
分
室

比
田
井
民
子
係
長

武
井
利
道

第 1回 10時～ H時
第2回 13時3 0分～ 14時3 0分

5 / 1 0 ( 1 1 )  1 0 : 0 ( )～14:0 0  土ギ岸の野焼き

6/14( i l : )  1 0 : 0 ( )ヽ12i0 0  正々工作 り

火おこし体験、泥面

6/14 ( 11)  13 i()0～16:00  月F?作り、 封登協い振垂優国し,

探索

6/21(■)10:00～ 16:00 映 画鑑賞会

7/31(木) 9:15ヽ 16:00

8/1(金 ) 9:15～ 16:00 縄 文土器作 り教室

8 / 2 3 ( 土)  9 : 1 5 ～ 1 6 : 0 0

たまのよこやま 57

大貢氏の講演風景

遺跡庭国内 見 学白Hl(無 料)

5/29までに往復はがきで申込み (有料)

5/29までに往復はがきで申込み (有料)

午前 :小学生対象 当 日受付 (無料)

縄文土器製作 と野焼 きを全3日間で 参 加費1,000円

小学5年生以上 (保護者同伴)15組 、 一般20名

7/10までに往復はが きで申込み (多数の場合は抽選)

一般対象 ■ 日受付 (無料)

|は
〕 ‖・拘― 側 麺 抑 議 会 抑 確 申 H棚

時      行 事 名 中込み方法

新宿六丁目遺跡

-4-




